
赤色
橙色

空き

黒色白色

黄色

橙色

黒色

黄色 黒色

白色

橙色 白色

ワーニングLED

（表面） （裏面）

※有機ELディスプレイ（32×80Full Dot）

取付金

MODE SELECTスイッチ

SET UP
スイッチ

取り付けステーENTERスイッチ

取付ステー固定用ネジ

メーターハーネス用コネクター 4P
（どちらに接続してもかまいません）

速度（スピード）信号ハーネス用コネクター2P
インジケーター用コネクター3P

27.3
43.1

58
.5

13.3

61

103.5
50.32(EL表示部)

60
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.0

8(
E
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示
部

)

45
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各部の寸法(mm)・名称（お客様・取り付け業者様へ）

いずれかに接続
・Defi-Link Meter
・Defi-Link Meter BF
・Defi-Link Control UnitⅡ
・Defi-Link Control Unit
・Defi-Link Display VSD X

メーターハーネス

インジケーターへ

エレクトロタップ

車速信号ハーネス

ECU

黒色
空き

橙色
赤色

白色

橙色

黄色

白色

黒色

橙色白色

黄色黒色
Defi-Link Control Unit

（裏面）

電源ハーネス

TACHOMETER（白）

WATER TEMP. （青）

EXHAUST TEMP.（黒）

OIL TEMP.（白）

FUEL PRESS.（青）

OIL PRESS.（黒）

TURBO/（白）
INTAKE MANIFOLD PRESS.

センサーハーネス取付位置
(コネクター色)

メーターハーネス（白）

電源ハーネス（白）　

赤線－常時電源

白線－イルミ

橙線－IGN
（常に12Ⅴの線へ）

（イグニッションONで12Ⅴの線へ）

黒線－GND
（スモール・ランプONで12Ⅴの線へ）

（アース、バッテリーマイナスへ）

メーターハーネス

上下方向に最大
9.5㎜移動可能

※LICENSED PRODUCT by KODAK

Defi-Link Meter→

Defi-Link Meter BF→

Defi-Link Control UnitⅡ

電源ハーネス

メーターハーネス

赤線－常時電源

橙線－IGN
（常に12Ⅴの線へ）

（イグニッションONで12Ⅴの線へ）

白線－イルミ

黒線－GND
（スモール・ランプONで12Ⅴの線へ）

（アース、バッテリーマイナスへ）

M-WARNING（白）

TACHOMETER（白）

WATER TEMP.（青）

EXHAUST TEMP.（黒）

OIL TEMP.（白）

FUEL PRESS.（青）

OIL PRESS.（黒）

TURBO/
INTAKE MANIFOLD PRESS.

DC SOURCE（白）

METER OUTPUT 1（白）

METER OUTPUT 2（黒）

（白）

センサーハーネス取り付け位置
(コネクター色)

■イルミスイッチに連動して表示の明るさが１段階増減します。

接続例 インジケーター 

Defi-Link Control Unit

エンジン回転数信号ハーネス

電源ハーネス

Defi-Link DisplayDefi-Link Meter

車速信号ハーネス
※必ず車両のエンジンコンピューター(ECU）の車

速信号カプラ-に接続してください。カプラ-の位
置は車種別接続ガイドをご参照ください。

各センサーへ

■METER OUTPUT１のラインに接続すると… 
・イルミスイッチに連動して表示の明るさが１段階増減します。

■METER OUTPUT２のラインに接続すると…

・昼5段階・夜5段階の独立した表示の明るさ調整ができます。イルミスイッチに連動して昼夜のモードが入れ替わります。

・エンジン回転数のTriple Warningモードが使用できなくなります。Triple Warningモードを使用する場合は、

  METER OUTPUT１のラインに接続してください。(Triple Warningモードについては裏面のご使用方法をご参照ください。)

インジケーター 

Defi-Link Display

Defi-Link Display Defi-Link Meter BF

Defi-Link Meter

Defi-Link Control UnitⅡ

各センサーへ

エンジン回転数信号ハーネス

電源ハーネス

接続例

車速信号ハーネス
※必ず車両のエンジンコンピューター(ECU）の車

速信号カプラ-に接続してください。カプラ-の位
置は車種別接続ガイドをご参照ください。

DF05101

本製品は、自動車のユーザーがエンジンのコンディションを知る上で重要な情報源となる追加メーターです。取り扱いについては、

本取扱説明書ならびに取り付ける車両の取扱説明書に示されている安全に関する注意事項をよくお読みいただき、十分に理解された

上でお使いくださいますようお願いいたします。

本取扱説明書では、取り扱いを誤った場合などの危険の程度を｢危険」｢警告」「注意」の3つのレベルで分類しています。また、本製品

を安全に正しくお使いいただくために必ず行っていただきたい事項と、守っていただきたい事項を「確認」として分類しています。

内容をよくお読みいただき、十分に理解された上でお使いください。

また、本製品(および本製品の取り付けられている車)を他の人に貸し出したり譲渡する場合は、取扱説明書も必ずお渡しください。

なお、最新のエンジンコンピュータ配線図は当社ホームページに掲載しておりますので、ご確認ください。

http://www.nippon-seiki.co.jp/defi/　　

取り付け作業をする前に（取り付け業者様へ）

警告

注意

注意

●取り付け、取り扱いは必ず本書に従ってください。

●取り付け箇所・取り付け方法は慎重に検討し、絶対に脱落しないようにしてください。誤った取り付け箇

所・取り付け方法は、製品の脱落や車両破損の原因、運転の妨げとなり大変危険です。

●本製品を絶対に改造や分解しないでください。故障や事故の原因となるだけでなく、保証の対象外となり

ます。

●エンジン停止直後は絶対に作業を行わないでください。エンジン停止直後はエンジンや排気管が非常に

高温になっており、火傷を負う可能性があり大変危険です。

●必ず既存の配線に影響が出ないような配線を行ってください。車両のコントローラーなどが破壊する恐れがあります。

●作業中は幼児・子供等を近づけないでください。部品等が外れて飲み込む等の恐れがあります。

●乗員保護装置(エアバッグ等)の作動に影響を及ぼす場所には取り付けないでください。保護装置作動時にケガの恐れがあ

ります。

●12V仕様車専用です。24V仕様車には取り付けないで下さい。

●表示器は湿気やほこりの多い場所、直射日光の当たる場所、ヒーターの吹き出し口やその周辺には取り

付けないでください。

●ハンダ付けで火傷をしたり、配線に当たり手を切傷することがないように手袋を着用してください。

●バッテリーのマイナス(-)ターミナルを外すと、メモリー機能を持ったオーディオや時計

などの記憶内容が消去される物があります。作業終了後、それぞれの取扱説明書

に従って設定し直してください。

●コード、特にコネクター部を強く引っ張らないでください。破損の原因となります。コネ

クターを抜く際は、ロックを確実に押しながら抜いてください。

改造・分解

取り扱いに関して（お客様・取り付け業者様へ）

主な特長（お客様へ）

警告
●本製品はお買い上げいただいた販売店またはディーラーで取り付けてください。個人でお取り付けされた場

合、保証の対象外となります。

●本製品を絶対に改造や分解しないでください。故障や事故の原因となるだけでなく保証の対象外となります。

●走行中は安全のため本品の情報の確認は最小限の時間にとどめ、長時間凝視しないでください。前方不注

意による事故の原因となり大変危険です。

●「表示がでない」などの故障状態や、「水などがかかった」「煙が出た」「変な匂いがする」などの異常な状態では使用しないでくだ

さい。万一そのような状態が発生しましたら、すみやかに販売店様、取り付け店様にご連絡ください。そのままご使用になり

ますと、事故や火災の原因となり大変危険です。

改造・分解

●取り付け作業が終了しましたら、本取扱説明書は保証書と併せて必ずお客様に返却してください。

24V

●作動にはDefi-Link Control UnitⅡまたはDefi-Link Control Unitが必要です。

●車速信号ハーネスは必ず接続してご使用ください。

●Defi-Link Meter及びDefi-Link Meter BFと接続する場合は、Defi-Link Displayを含め最大7台まで接続可能です。

●Defi-Link センサーのお取り付けは、Defi-Link System取扱説明書をご覧ください。

●Defi-Link Control UnitⅡ、またはDefi-Link Control Unitにセンサーが何も接続されていない場合はSpeedモードのみとな

ります。また、その場合RECモード、PLAYモード、PEAKモードは機能しません。

●無理にコネクターを引っ張ると、断線したりコネクターが破損する恐れがあります。

コネクターを抜く際は、ロックを確実に押しながら抜いてください。

確　 認

●本製品は自社製有機ELを採用したマルチモニターです。助手席からでも、昼間でも、残像やちらつきがなく瞬読性に優れて

います。

●車速、油温、水温、油圧、燃圧、排気温度などをデジタル数字でリアルタイムに表示します。

●走行中のピーク値や実車データを3分間記録し、走行後に確認することが出来ます。

　※Defi-Link Control UnitⅡ接続時。Defi-Link Control Unit 接続時の記録時間は40秒間です。

●Defi-Link Control UnitⅡまたは、Defi-Link Control Unitに回転信号ハーネスを接続している場合は、Control Unit、
Control UnitⅡで設定したワーニング値とは別に2つのワーニング設定ができ、合計3段階のワーニング設定が可能です。

(タコメーターのTriple Warningモード)
●水温センサー接続時は、ウォームアップ状態を監視することができます。

●IGN ON/OFFに連動して動画グラフィックで演出します。(Openingモード/Endingモード)
●各種設定画面を分かり易いグラフィック表示でガイドするので、Defi-Link Meter及びStep Graphのワーニング設定が容易

に出来ます。(設定ガイド機能)
●油温、水温、排気温度、エンジン回転数はワーニング設定値を超えるとワーニングLEDが点灯し、油圧、燃圧はワーニング設

定値より下がると、ワーニングLEDが点灯します。

●グラフィックでエラー箇所を表示するので、接続時のトラブルに素早く対応できます。（自己診断機能）

●専用取り付け台の高さ、角度調整機構によりインパネ形状に合わせた取り付けが可能です。

●Defi-Link Indicator、Defi-Link IndicatorⅡ（別売）を接続することができます。

部　品　表（お客様・取り付け業者様へ）

品　　名 個数個数品　　名

各部名称（お客様・取り付け業者様へ）

製品仕様（お客様・取り付け業者様へ）

【配線図】

●取り付け・取り扱いについては「取り付け作業をする前に」、「取り扱いに関して」をよくお読みいただき、安全に正しくお取り付けく

ださい。誤った取り付け箇所、取り付け方法は、製品の脱落や車両破損の原因となり大変危険です。

●空いている端子は検査用端子ですので、決して何も接続しないでください。接続した場合、故障の原因になります。

【図１】

1：付属の両面テープを切断します。【図１】

２：取付ステーの溝に取付金の凸部を挿入し、付属のボルト・ナットで締め付けて固定してください。【図２】

３：取付金の裏面に切断した両面テープを貼り付け、取り付けたい場所の形状にあわせて、取付金を曲げて貼り付けてください。

その後、脱落しないように市販のタッピンネジで取付金を固定してください。【図３】

４：取付ステー固定用のネジを回して、見やすい高さに調整します。上下方向最大9.5mm移動できます。
取り付ける面が傾いている場合は、表示器が水平になるように調整してください。最大傾斜角度は20度です。【図4】

●両面テープを貼る面は、市販のダッシュクリーナーを使ってホコリ・汚れ・油分をよく拭き取ってください。

確　 認

【図2】

【図4】

【図3】

取り付け方法（取り付け業者様へ）

【配線方法】 ①Defi-Link Control UnitⅡを使用する場合

警告

注意

下記のいずれかの方法でお取り付けください。

●メーターハーネスを使用してDefi-Link Control UnitⅡのMETER OUTPUT１、またはMETER OUTPUT２に直接接続します。

●メーターハーネスを使用してDefi-Link Meter(METER OUTPUT１のライン)、またはDefi-Link Meter BF(METER OUTPUT２の
ライン)に接続します。

●取付ステー固定用ネジは、必ず取付ステーをはさんで固定してください。取り付けステーをはさまず、直接締めると内部を破

壊し、故障の原因となります。

注意

●取り付け・取り扱いについては、Defi-Link Seriesの取扱説明書をあわせてご覧ください。

●車速信号ハーネスは必ず接続してください。接続しない場合、スペシャル表示モードのままとなります。

●無理にコネクターを引っ張ると、断線したりコネクターが破損する恐れがあります。コネクターを抜く際は、ロックを確実に押し

ながら抜いてください。

●センサーを取り付ける際は、ハーネスの部分に十分な弛みを持たせて取り付け、固定してください。また、ねじれないように取

り付けてください。テンションをかけた状態で固定したり、ねじったりすると、ハーネスが断線する恐れがあります。

デフィリンクディスプレイ取扱説明書

'08.11-4

電　源　電　圧

動 作 温 度 範 囲
保 存 温 度 範 囲
表　示　範　囲

対応スピードパルス

総　　　重　　　量

Defi-Link Control UnitⅡまたはDefi-Link Control Unitより供給

－20 ～ ＋60℃（湿度80％以下）

－40 ～ ＋80℃（湿度80％以下）

車速表示（SP）
油温表示（O.TEMP.）
水温表示（W. TEMP.）
油圧表示（OIL P.）
燃圧表示（FUEL P.）
排気温度表示（EXT. T.）
2・4・8・16
パルスフリー1,274～16,562パルス/km(2,051～26,665パルス/マイル)
305g（表示器・ハーネス・取付金・付属品・パッケージ含む）

0～400km/h（0～240MPH）

51～150℃（123～302 F゚）
21～120℃（69～248 F゚）
0～1,000kPa（0～145PSI）
0～600kPa（0～87PSI）
210～1,100℃（400～2,010 F゚）

本製品は、下記の部品で構成されています。取り付け前に部品をご確認ください。
また、故障した場合はパーツ販売しておりますので、販売店様にご相談ください。
※センサー取り付け用のアタッチメントやシールテープは含まれておりませんので別途ご購入ください。
※下記部品の他に、英文取扱説明書と英文保証規程が同梱されていますが、日本国内では無効です。※下記部品の他に、英文取扱説明書と英文保証規程が同梱されていますが、日本国内では無効です。

オプションパーツ（お客様へ）

●Defi-Link センサーセット
Control UnitⅡ、またはControl Unitに接続するセンサーとセンサーハーネスとのセット品です。下記センサーセット
を接続するだけで、メーターを取り付けなくてもDefi-Link Displayに情報を表示させることが可能です。

型　番 税込価格(工賃別) 本体価格項　　目

PDF00713SS 16,590円 15,800円Defi-Link 油圧計 センサーセット

PDF00806SS 16,590円 15,800円Defi-Link 燃圧計 センサーセット

PDF00908SS   8,400円   8,000円Defi-Link 油温計 センサーセット

PDF01006SS   8,400円   8,000円Defi-Link 水温計 センサーセット

PDF01114SS 19,740円 18,800円Defi-Link 排気温度計 センサーセット

PDF01203H 1,680円 1,600円エンジン回転数信号ハーネス

付属品セット

(両面テープ・モルトプレーン・取付金・

M4ボルト&ナット・ワッシャー・エレクトロタップ)
車種別接続ガイド

アンケートはがき

Defi-Link Display本体

取り付けステー固定用ネジ

メーターハーネス(25cm)
車速信号ハーネス(2m)
取扱説明書(本書)

1
1
1
1
1

1

1
1

保証・アフターサービスについて（お客様へ・取り付け業者様へ）

本製品を使用されて発生した違反、事故等に関するもの、誤配線等、本製品の製造不良以外による車両トラブルについては一切
責任を負いかねます。

●危険ですからご自分では修理しないでください。故障・事故の原因となるだけでなく保証の対象外となります。

【保証書】

【保証期間】

【修理をご依頼される時】

本製品は保証書の内容に従って保証されていますので、よくお読みになり記入事項をご確認の上、大切に保管してください。

ご購入から１年間です。詳細は保証規程をご覧ください。

①修理をご依頼される前にこの取扱説明書の「故障かな？と思ったら」の表に従って調べて頂き、それでも直らない時は②

の処理をしてください。

②「ご購入頂いた販売店」にご相談ください。転居等で販売店への依頼が困難な場合は、日本精機（電話番号は、保証書内

に記載）にご相談ください。

※保証期間中の場合、修理品には必ず保証書を添付してください。

※保証期間中であっても、修理品の輸送にかかる運送費はお客様のご負担となります。

※故障と思われる症状、車種（年式、型式）、販売店名などをできるだけ詳しくお書きください。

警告

車両側

【配線方法】 ②Defi-Link Control Unitを使用する場合

【取付金の取り付け方】 

下記のいずれかの方法でお取り付けください。

●メーターハーネスを使用してDefi-Link Control UnitのMETERコネクターに直接接続します。

●メーターハーネスを使用してDefi-Link Meterに接続します。

※車速信号ハーネスは必ず車両のエンジンコンピューター(ECU）の
車速信号カプラ-に接続してください。カプラーの位置は車種別接
続ガイドをご参照ください。

最大傾斜
角度20度

最大傾斜
角度20度

【配線図】

【各ハーネス接続位置】

警告

注意

確　 認

取り扱いを誤った場合、死亡、又は重傷を負う可能性が想定される場合。

危険 取り扱いを誤った場合、死亡、又は重傷を負うことがあり、かつその切迫度合いが高いことが想定される場合。

取り扱いを誤った場合、傷害を負う危険が想定される場合、または物的損害の発生が想定される場合。

「必ず行っていただきたい事」、「必ず守っていただきたい事」を示しています。

危険
●作業を行う時は必ず車が動き出さないような措置をし、エンジンを停止してから行ってください。作業中に車が動き出したり、

火災の原因になり大変危険です。

●配線作業中は必ずキーシリンダーから鍵を抜き、バッテリーのマイナス(－)ターミナルを外してください。ショート事故による

火災の原因となり大変危険です。

●シートベルトやエアバックなどの安全装置や、エンジン、ステアリング、ブレーキなどの走行性能と直接関係する部位のハー

ネスの加工時および配線の接続時(ネジの脱着など)は誤配線に充分注意してください。車両不具合による事故や火災の原

因となり大変危険です。

●配線の接続にはエレクトロタップかギボシを使用し、接続部の絶縁を必ず行ってください。また、配線に衝撃やテンションが

かかるところは、緩衝材やコルゲートチューブなどで保護してください。ショート事故による火災の原因となり大変危険です。



ご使用方法（お客様へ）

●設定は必ず行って下さい。設定を行わないと正常に作動しません。

確　 認

下記の出荷時設定を変更する場合、オープニングモード終了後、SET UPスイッチを押すと、車速単位設定モードになります。

設　定　範　囲

km/h, MPH

kPa/℃, PSI/゜F

2, 4, 8, 16, FREE

ON, OFF

20～120℃, 68～248゜F

Single, Dual

1000～11000RPM

ワーニング1～11000RPM

表示単位

km/hかMPH

kPa/℃かPSI/゜F

ー

ー

℃か゜F

ー

RPM

RPM

初 期 値

km/h

kPa/℃

4パルス

ON

40℃

Single

7000RPM

8000RPM

項　　目

①車速単位

②圧力・温度単位

③車速パルス

④スペシャル表示

⑤Warm-up

⑥Gauge表示

⑦タコメーターワーニング 1

⑦タコメーターワーニング 2

で単位
切換え

で決定

で単位
切換え

で決定

GaugeモードでMODE SELECTスイッチを押すとSpeedモードになり、現在の車速を表示します。

Gaugeモード・Speedモード・Triple Warningモードのときは、車速が表示されていなくても、常に車速の

最高値をモニターし、記憶します。

Defi-Link Control UnitⅡまたは、Defi-Link Control Unit にエンジン回転数信号ハーネスを接続している場合に、Speed
モードでMODE SELECTスイッチを押すとTriple Warningモードとなります。
    ※Defi-Link Meter BFのラインに接続されている場合、このモードは存在しません。

ワーニング無し
9,000RPM未満

ワーニング1
9,000RPM以上

ワーニング2
10,000RPM以上

ワーニング3
10,500RPM以上

③ 短絡（ショート）チェック機能

この機能は、センサー及びセンサーハーネス上のどこかで短絡（ショート）があったことを知らせるものです。

で単位
切換え

で決定

温度設定

で選択 ON選択

で決定

を押すと1℃ずつ上がる
長押しで5℃ずつ上がる

で決定

Warm-up設定 ワーニングLED点灯

Gauge設定

で決定

で選択

Single Dual

通常通常 油温計のWarning発生時

ワーニングLED点灯

<PEAK（ピーク）>
●Gaugeモード、Speedモード、及びTriple WarningモードでControl UnitⅡのPEAKスイッチを押すと、記録した全てのセンサー

データ及び車速データのピーク値を表示します。再びPEAKスイッチを押すと、それぞれのモードに戻ります。
●ピーク値を表示している時に、Control UnitⅡのUPスイッチを押すと、ピーク値がリセットされます。

通常 油温計のWarning発生時

ワーニングLED点灯

で単位
切換え

で決定

設　定　範　囲

-100～200kPaか-14.5～29.0PSI

200～1100℃か390～2010F゚

0～1000kPaか0～145PSI

0～600kPaか0～87PSI

50～150℃か122～302F゚

20～120℃か68～248F゚

0～11000RPM

表示単位

℃か F゚

kPaかPSI

kPaかPSI

kPaかPSI

℃か F゚

℃か F゚

RPM

項　　目

①ターボ計

②排気温度計

③油圧計

④燃圧計

⑤油温計

⑥水温計

⑦タコメーター

表示機種表示名

O. TEMP
W. TEMP

OIL P.
FUEL P.
EXT. T. 排気温度計

油圧計

燃圧計

油温計

水温計

Warning Set Upモードは、Defi-Link Control UnitⅡのWARN SETスイッチ、またはDefi-Link Control UnitのSELECTス

イッチを1回押すごとに設定できるメーターが切り換わります。設定値は、Defi-Link Control Unit Ⅱまたは、Defi-Link 
Control UnitのUPスイッチとDOWNスイッチで調整します。

TURBO

※Dual GaugeでREC、PLAY、PEAK表示をすると、上段機種のデータが表示されます。

●設定されているモード・機能の一覧です。

【状態遷移図】

故障かな？と思ったら…（トラブルシューティング）（お客様・取り付け業者様へ）

●異常を感じたら、必ず点検をして異常がないことを確認してください。さもないと、重大な事故が発生する恐れがあります。

症　状 考えられる原因 対処方法

警告

・表示しない

・Triple Warningモードに
　設定できない。

・ディスプレイの調光が
　できない。

・ディスプレイに点灯しない
　ラインがある。
・スイッチが操作できない。
・点灯すべきでない
　ドットが点灯している。

・車速を記録できない。

・Defi-Link Control Unit ⅡまたはDefi-Link 
Control Unitの配線を誤っている。

・Defi-Link Control Unit Ⅱのメーターアウト
プット2に接続している。

・Defi-Link Control Unit Ⅱ のメーターアウト
プット1に接続している。

・Defi-Link Displayの故障です。

・停止状態でDefi-Link Control Unit Ⅱの
RECスイッチまたはDefi-Link Control Unit
のREC/PLAYスイッチを押している。

・Defi-Link Seriesの取扱説明書に基づいて
配線を確認してください。

・Defi-Link Control Unit Ⅱのメーターアウト
プット1に接続してください。

・Defi-Link Control Unit Ⅱのメーターアウト
プット2に接続してください。

・ご購入いただいた販売店にご相談ください。

・正常動作です。
　走行状態でRECスイッチまたはREC/
　PLAYスイッチを押してください。

3分後

3分後

ピーク ピークリセット

長押し

※ パルスフリー使用時に車速単位を変更した場合は、パルスフリー設定を再度行って下さい。

ご使用方法（お客様へ）

油圧・水温表示中車速表示中

Warm-up 完了Warm-up 中

等間隔に点滅
ワーニングLED点滅

MODE SELECTスイッチを押すと、Gaugeモード　　　　　Speedモード　　　　　Triple Warningモードと変化します。

①ターボ計       ②排気温度計       ③油圧計       ④燃圧計       ⑤油温計       ⑥水温計       ⑦タコメーター         

※エンジン回転数信号ハーネス(オプションパーツ)を接続しないとTriple Warningモードは使用できません。また、エンジン回転

数信号ハーネスを接続していても、METER OUTPUT2のラインに接続した場合、Triple Warningモードは使用できません。

※Defi-Link Control UnitⅡまたは、Defi-Link Control Unitにセンサーが何も接続されていない場合は、Speedモードのみとな

ります。また、その場合RECモード、PLAYモード、PEAKモードは機能しません。

※車速信号ハーネスは必ず接続してご使用ください。接続しない場合、スペシャル表示のままとなります。

※水温センサー(オプションパーツ)を接続しないとWarm-upモードは使用できません。

1．Set Upモード1．Set Upモード
単位・表示データ数などの設定を行うモードです。

①車速単位                  ②圧力単位                  ③車速パルス                  ④スペシャル表示                  ⑤Warm-up

                ⑦タコメーターワーニング2                  ⑦タコメーターワーニング1                  ⑥Gauge表示

2．Warning Set Upモード2．Warning Set Upモード
Defi-Link Control UnitⅡ, Control Unitに接続されているセンサーのワーニング設定を行うモードです。

3．Gaugeモード3．Gaugeモード
Defi-Link Control Unit Ⅱ, Control Unitに接続されているメーターの実車データ及び速度データを表示するモードです。
    ※ ターボ計とタコメーターは表示しません。

4．Speedモード4．Speedモード
車速を表示するモードです。

5．Triple Warningモード5．Triple Warningモード
タコメーターがワーニング設定したエンジン回転数を超えたときに警告表示するモードです。

を押すと100rpmずつ上がる
長押しで500rpmずつ上がる

で決定。WARN1が点灯。

を押すと100rpmずつ上がる
長押しで500rpmずつ上がる

で決定。WARN2が点灯。

ワーニング1 (WARN1が点灯) ワーニング2 (WARN2が点灯)

■ワーニング2の設定範囲：
   ワーニング1 ≦ ワーニング2 ≦ 11,000rpm

■ワーニング1の初期設定値： 7,000rpm
■ワーニング1の設定範囲： 1,000～11,00rpm

※SET UPモードは、ENTERスイッチを1回押すごとに設定できるモードが切り換わります。変更不要の場合は、
ENTERスイッチを押すと設定をとばすことができます。

MODE SELECTスイッチを押すと100RPMずつ増えます。
1,000      1,100      ・・・      10,900      11,000（RPM）

MODE SELECTスイッチを長押しすると、500RPMずつ増えます。
1,000      1,500      ・・・      10,500      11,000（RPM）

⑦ タコメーターワーニング1 設定
タコメーターワーニング2 設定

    ワーニング設定値をMODE SELECTスイッチで選択し、ENTERスイッチで決定します。

⑥ Gauge表示 設定
    表示するデータ数をMODE SELECTスイッチで選択し、ENTERスイッチで決定します。
    Single Gauge（1機種表示）　⇔　Dual Gauge（2機種表示）

ONを選択した場合は、MODE SELECTスイッチを押すと設定温度が1℃ずつ上がり、長押しすると5℃ずつ上がりま

す。設定値はENTERスイッチを押すと決定します。

⑤ Warm-up 設定（水温センサー接続時のみ適用されます）
    Warm-up表示のON/OFFをMODE SELECTスイッチで選択し、ENTERスイッチで決定します。
    ON　⇔　OFF

④ スペシャル表示 設定
    スペシャル表示の種類をMODE SELECTスイッチで選択し、ENTERスイッチで
    決定します。
    ON　⇔　OFF

＜スピードパルス数＞　スピードパルス数は車種により異なりますが、一般には4パルスです。
ただし、日産車はほとんどが2パルスです。Y32セドリック・グロリア・シーマは16パルスが使用
されています。（スピードパルス数が不明の場合は、お問い合わせ下さい。）

＜パルスフリー設定＞　スピードパルスが2,4,8,16パルス以外の車種は、フリー画面にした後、純正メーターの車速が
60㎞/hまたは40MPHの時に、ENTERスイッチを長押しすると、2秒後に画面が変わり、スピー
ドパルスが設定できます。

4　　　8　　　16（パルス）　　　2　　　FREE（パルスフリー）

③ 車速パルス設定
    車速パルス数をMODE SELECTスイッチで選択し、ENTERスイッチで決定します。

② 圧力・温度単位 設定
    油圧計・燃圧計・油温計・水温計の単位をMODE SELECTスイッチで選択し、
    ENTERスイッチで決定します。
    kPa/℃　⇔　PSI/°F

① 車速単位 設定
    車速の単位をMODE SELECTスイッチで選択し、ENTERスイッチで決定します。
    km/h　⇔　MPH

※エンジン回転数信号ハーネス接続時のみの機能です。ここで設定する値が、Triple Warningモードのワーニング1、
ワーニング2の値となります。ワーニング3はコントロールユニット側で設定します。

※UPスイッチ、DOWNスイッチの分解能はアナログメーターに合せてあります。ステップ数が違いますので、Displayの

数値の変わり方がメーターごとに異なります。長押しすることで早く進みます。

表示するメーターを選択・変更するには、GaugeモードでENTERスイッチを押します。イグニッションON時、センサーが接続されて
いるメーターは　　　を表示します。接続されていないメーターは　　　を表示し、選択できません。

① Single Gaugeの場合

    MODE SELECTスイッチを押すたびに表示するメーターが切り換わります。決定する場合は、ENTERスイッチを押します。

② Dual Gaugeの場合

    MODE SELECTスイッチを押すたびに表示するメーターが切り換わります。初めに上段を決定してから下段を決定します。

    決定する場合は、ENTERスイッチを押します。

※油温計、水温計、排気温度計を表示させている場合、ワーニング設定値を超えるとワーニングLEDが点灯します。油

圧計と燃圧計を表示させている場合、ワーニング設定値を下回るとワーニングLEDが点灯します。

※油温計、水温計、排気温度計を表示させている場合、ワーニング設定値を超えるとワーニングLEDが点灯し、表示

が反転します。油圧計と燃圧計を表示させている場合、ワーニング設定値を下回るとワーニングLEDが点灯し、表示

が反転します。

O. TEMP       W. TEMP       OIL P.       FUEL P.       EXT. T.

O. TEMP       W. TEMP       OIL P.       FUEL P.       EXT. T.       SPEED

ワーニング1で下段の表示が反転し、ワーニング2で上段の表示が反転します。ワーニング3でワーニングLEDが点灯しま
す。下図はSet Upモードのタコメーターワーニング設定で、ワーニング1を9,000RPM、ワーニング2を10,000RPMに設定
し、コントロールユニットでワーニングを10,500RPMに設定した場合の例です。

6．REC(記録)・PLAY(再生)・PEAK(ピーク)モード6．REC(記録)・PLAY(再生)・PEAK(ピーク)モード
Defi-Link Control UnitⅡ、Control Unitに接続されているメーターの実車データ、及び車速データの記録・再生・ピーク表示を行う
モードです。
     ※ターボ計とタコメーターは表示しません。

① Defi-Link Control UnitⅡに接続している場合

Defi-Link Control UnitⅡに接続されているセンサーデータはControl UnitⅡに記録され、車速データはDefi-Link Display本体に
記録されます。Control UnitⅡに接続されているセンサーデータは、RECスイッチで記録、PLAYスイッチで再生されます。しかし、
車速データを記録するDefi-Link Displayは車両の「走行/停止」で「記録するか/再生するか」を判定しているため、必ずしも「RECボ
タンで記録」、「PLAYボタンで再生」というわけではありません。下表をご覧になり、操作してください。

<REC（記録）>
●Gaugeモード、Speedモード、及びTriple WarningモードでControl UnitⅡのRECスイッチを押すと、Control UnitⅡに接続さ

れている全てのセンサーデータ及び車速データを最大3分間記録します。3分経過すると、それぞれのモードに戻ります。
●3分経過する前に記録を終了させたい時は、RECスイッチを押します。終了するとそれぞれのモードに戻ります。
●車速は走行時にRECスイッチを押した場合に記録できます。
●記録中にオープン・ショートのエラーが発生した場合、車速データの記録は中断されます。
●停車時にRECスイッチを押しても、車速は記録されません。

<PLAY（再生）>
●Gaugeモード、Speedモード、及びTriple WarningモードでControl UnitⅡのPLAYスイッチを押すと、記録した全てのセンサーデータ

及び車速データを最大3分間再生します。再生が終了、またはもう１度PLAYスイッチを押すと、それぞれのモードに戻ります。
●再生中に一度でもPAUSEした場合は、時間カウンター表示が消えます。
●車速は停止時にPLAYスイッチを押した場合に再生できます。車速再生中にPAUSEした場合は、車速再生が停止されてしまい、現在

の車速が表示されます。
●記録中にオープン・ショートのエラーが発生した場合、車速データの記録は中断されます。
●走行時にPLAYスイッチを押しても、車速は再生されません。

<PEAK（ピーク）>
●Gaugeモード、Speedモード、及びTriple WarningモードでControl UnitのPEAK/RESETスイッチを押すと、記録した全てのセ

ンサーデータ及び車速データのピーク値を表示します。再びPEAK/RESETスイッチを押すと、それぞれのモードに戻ります。
●ピーク値を表示している時に、Control UnitのPEAK/RESETスイッチを2秒以上押すと、ピーク値がリセットされます。

<REC（記録）>
●Gaugeモード、Speedモード、及びTriple WarningモードでControl UnitのREC/PLAYスイッチを押すと、Control Unitに接続さ

れている全てのセンサーデータ及び車速データを最大40秒間記録します。40秒経過すると、それぞれのモードに戻ります。
●40秒経過する前に記録を終了させたい時は、REC/PLAYスイッチを押します。終了するとそれぞれのモードに戻ります。
●車速は走行時にREC/PLAYスイッチを押した場合に記録できます。
●記録中にオープン・ショートのエラーが発生した場合、車速データの記録は中断されます。
●停車時にREC/PLAYスイッチを押しても、車速は記録されません。

<PLAY（再生）>
●Gaugeモード、Speedモード、及びTriple WarningモードでControl UnitのPEAK/RESETスイッチを押し、PEAKモードにした

状態で、Control UnitのREC/PLAYスイッチを押すと、記録した全てのセンサーデータ及び車速データを最大40秒間再生し
ます。再生が終了、またはもう１度REC/PLAYスイッチを押すと、それぞれのモードに戻ります。

●再生中に一度でもPAUSEした場合は、時間カウンター表示が消えます。
●車速は停止時にREC/PLAYスイッチを押した場合に再生できます。車速再生中にPAUSEした場合は、車速再生が停止され

てしまい、現在の車速が表示されます。
●記録中にオープン・ショートのエラーが発生した場合、車速データの記録は中断されます。
●走行時にREC/PLAYスイッチを押しても、車速は再生されません。

② Defi-Link Control Unitに接続している場合

7．スペシャル表示モード7．スペシャル表示モード

車速0km/h、または0MPHが10秒以上続いた場合にピーク値を表示するモードです。

     ※ターボ計とタコメーターは表示しません。

     ※GaugeモードでワーニングLED点灯中は、スペシャル表示モードにはなりません。

8．Warm-upモード8．Warm-upモード

水温が任意の設定温度に達するまで監視するモードです。

     ※Defi-Link Control UnitⅡ、またはControl Unitに水温センサーが接続されている場合のみ有効となります。

9．自己診断機能9．自己診断機能
イグニッションONの状態でDefi-Link Control UnitⅡ、またはControl Unitに接続した各センサーに断線(オープン)・短絡(
ショート)が発生した場合や、シリアル通信エラーが発生した場合にエラーを通知する機能です。

    ※エラーメッセージが表示された場合は、メッセージ内容を確認し、速やかに対処してください。

10．オープニングモード10．オープニングモード
イグニッションをONにした時に表示される画面です。初期設定ではOpeningモード終了後、Warm-upモードになります。

11．エンディングモード11．エンディングモード

イグニッションをOFFにした時に表示される画面です。Defi-Link Control UnitⅡのメーターアウトプット2のラインに接続し

ている場合、Control UnitⅡのメーターアウトプット1のライン、及びControl Unitに接続している場合より、約2秒間表示が

長くなります。

①Set Upモードでスペシャル表示をONに設定した場合

センサーが接続されている機種について、イグニッションON時からGaugeモード、またはSpeedモード中に記録したピー

ク値を表示します。

②Set Upモードでスペシャル表示をOFFに設定した場合
デジタル表示が消え、ワーニングLEDが等間隔に点滅します。

Set UpモードでWarm-upモードをONにした場合、オープニングモード終了後にWarm-upモードとなり、水温が設定した温

度に達するまで、水温の値とWarm-up中であることを表示します。設定温度に達すると、5秒間Warm-up完了であることを

表示します。その後、イグニッションOFF以前の表示モード（Speedモード、Gaugeモード、もしくはTriple Warningモード）

に移行します。(初期設定の場合はGaugeモードに移行します。)
    ※Warm-upモード中はREC・PLAY・PEAK表示は使用できません。

水温が20℃以下の場合は「ー ー ー」マークを表示します。

① シリアル通信エラーチェック機能

この機能は、メーターとコントロールユニット間のどこかで通信が出来なくなったことを知らせる機能です。

② 断線（オープン）チェック機能

この機能は、センサー及びセンサーハーネスの断線、配線抜け、誤配線があったことを知らせるものです。

※取付完了後、または設定・操作の段階でトラブルが発生した場合、下記の表を参考にしてください。あてはまる項目がない場合、
または対処をしても改善されない場合は、取付を依頼したお店にご相談ください。

コントロールユニットに接続されているタコメーターのワーニングLEDやインジケーターは、ワーニング3のワーニングLED
点灯と同時に点滅します。

スイッチ操作 車両状態

走行

停止

走行

停止

記録される

再生される

記録される

再生される

○（記録される）

×(記録されない)
×(再生されない)
○（再生される）

Defi-Link Displayへの
入力車速データは…

RECスイッチを押す

PLAYスイッチを押す

記録される

記録される

再生される

再生される

Contorol UnitⅡへの
入力センサーデータは…

希望するスイッチ
操作に対し車速は…

Defi-Link Control Unitに接続されているセンサーデータはControl Unitに記録され、車速データはDefi-Link Display本体に記録さ
れます。Control Unitに接続されているセンサーデータは、REALモード中にREC/PLAYスイッチを押すと記録、PEAKモード中に
REC/PLAYスイッチを押すと再生となります。しかし、車速データを記録するDefi-Link Displayは車両の「走行/停止」で「記録する
か/再生するか」を判定しているため、必ずしも「REALモード中にREC/PLAYスイッチを押すと記録」、「PEAKモード中に
REC/PLAYスイッチを押すと再生」というわけではありません。下表をご覧になり、操作してください。

スイッチ操作 車両状態

走行

停止

走行

停止

記録される

再生される

記録される

再生される

○（記録される）

×(記録されない)
×(再生されない)
○（再生される）

Defi-Link Displayへの
入力車速データは…

REALモード中に
REC/PLAYスイッチを押す

PEAKモード中に
REC/PLAYスイッチを押す

記録される

記録される

再生される

再生される

Contorol Unitへの
入力センサーデータは…

希望するスイッチ
操作に対し車速は…

40秒後

40秒後

ピーク ピークリセット

設定温度に達する前にMODE SELECT及びSET UPスイッチを押して他のモードに移行した場合（Warning Set Upモード、
Set Upモードを除く）、水温が設定温度に達するまで左上部に　　　マークを表示します。C

オープニング
モード

オープニング
モード

エンディング
モード

エンディング
モード

Set Up
モード

Set Up
モード

スペシャル

表示モード

スペシャル

表示モード

Warm-Up
モード

Warm-Up
モード

Warning Set Up
モード

Warning Set Up
モード

REC
モード

REC
モード

PLAY
モード

PLAY
モード

PEAK
モード

PEAK
モード

Gauge モードGauge モード Speed モードSpeed モード
Triple Warning

モード
Triple Warning

モード

REALモード

イグニッションONにすると、オープニングモードが始まり、Gaugeモード/Speedモード/Triple Warningモードのいずれかに移行しま

す。初期設定はGaugeモードです。Set-upモードでWarm-Up設定をONにしている場合はWarm-Upモードに移行します。


